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研 究 課 題     ：  太陽黒点の観察を通じて、太陽表面の自転の緯度別速度・太陽の大きさ・太陽の 

スペクトルを研究する。                                      

        

  （英文）  I researched speed by latitude, size of the sun, and solar spectrum in the rotation  

of the solar surface through observation of sunspots.                              

研 究 概 要      ：  

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400字で記入してください） 

  今年度、次年度は１１年に一度の太陽活動極大期に相当し、黒点の活動の観測に適している

ことから、黒点の活動の観測を中心として研究を行うことにした。晴れの日は、毎日太陽の黒

点を観測し、データの収集を行う。数年を通じてデータの収集を通じて、太陽表面の自転の緯

度別速度分布を明らかにすることを目的として活動を行う。また、太陽の大きさがどのように

季節変動しているかについても研究している。これらの研究にあたり、非常に高い値段の市販

の装置を買う必要があるが、学校の予算では購入することは難しく、自作で装置を用意してい

く必要がある。そのため、今年度の７月に大阪の高校生向けの天体発表会に参加し、専門家の

方に装置の作り方や研究におけるアドバイスを頂いた。そこで黒点の大きさと黒点の自転速度

の関係を調べていく必要があると伺い、現在は主にこの内容を中心に研究している。３月の天

文学会で研究を発表し、より良いアドバイスを伺くために研究発表の準備をしている。                               

                                              

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400字で記入してください） 

  黒点の緯度が高くなればなるほど自転速度は速くなり、低いほど遅くなることが分かった。ま

た太陽の端の黒点は誤差がひどくなることもわかった。手動での望遠鏡を用いた結果では放物線

を描いた関数になったが天文台のデータを用いると誤差が激しくなった。今後この理由について

も研究して行きたい。現在、太陽の自転速度と黒点の自転速度は異なるのではないかという仮説

を立てた。また、今年度の７月の大阪の天体発表会では、黒点の大きさと黒点の自転速度の関係

を調べていく必要があると伺い現在研究中である。                                           
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 
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